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和 5 ）年から集計結果がある6。しかし，戦前については55歳から 5 歳区
分で年齢階級別区分の記載がある1940年の集計結果のみを採用し，戦後に
ついては1955年からの集計結果を採用して男女別・年齢階級別に一覧表に













































































































































































































































































































であり，これを男女別にグラフ化したのが図 2 と図 3 である。労働力調査









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































60～64歳 100.0 62.7 37.3 10.4 26.0

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































368 17.7 14.7 9.0 1.6 29.6 16.0 2.4 4.9 4.1
ゆとりはないが心配
なく暮らしている
1,884 18.9 17.7 6.8 2.8 26.0 12.6 3.2 6.4 5.6
ゆとりがなく，多
少心配である
1,145 14.9 18.3 7.3 2.8 30.6 8.0 3.1 9.2 5.9
家計が苦しく，非
常に心配である
387 11.4 11.1 6.7 2.3 40.1 5.7 4.1 12.1 6.5














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　労働力調査では2018年 1 ～ 3 月期からこれらの概念を前提に未活用労働
の指標に関する 6 つの指標が設定され，データが公表されている22。これ
らの概念と指標を用い，高年齢者の未活用労働がどれくらいあるのかをみ
ることにしたい。表21は2018年 1 ～ 3 月期から2019年 4 ～ 6 月期の高年齢
者の未活用労働を年齢階級別に一覧表にしたものである。この表をみてす
ぐに気づくことは，60～64歳層と65～69歳層では労働力人口の伸びが頭打
ちになっていることである。60～64歳層ではこの 1 年半に男女計で 2 万人
しか労働力人口が増加していない。男女別にみるとこの間の労働力人口は
それぞれほぼ同数である。65～69歳層では2018年 4 ～ 6 月期を頂点に男女
計で30万人減少している。男女別にみても同じ傾向である。これに対して，
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活用労働指標 1 は最大 1 ヶ月間求職活動を行っている「失業者」の比率（分
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活用労働指標 3 は失業者に潜在労働力人口を加えた者の比率である。 1 ，
　2 とは異なり，分母は労働力人口＋潜在労働力人口である。その比率は
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表26　年齢階級別未活用労働指標 4　（2019年 7 ～ 9 月期平均）































































































































































年，p.4。なお日本は2018年 4 ～ 6 月期平均，総数は15歳以上人口の数値，欧州 4 か国（イギリス，
ドイツ，フランス，イタリア）は2018年 1 ～ 3 月期平均，総数は15～74歳の数値が使用されて
いる。　
表28　未活用労働指標4とその内訳
















































































































































































きたい。2018年 1 ～ 3 月期から2019年 7 ～ 9 月期の労働力人口の推移をみ
ると，60～64歳層では男女計の労働力人口はほぼ同数が続いている。これ
は男女別にみても同様である。しかし，65～69歳層では2019年 7 ～ 9 月期
の労働力人口はピーク時の2018年 4 － 6 月期に比べ13万人の減少になって
いる。男女別では男性で 7 万人減，女性で 5 万人減である。これは労働力
人口の多くを占めていた団塊の世代が順次，60歳代後半を抜けて70歳代前
半に移行していった影響である。その代わりに2018年 1 ～ 3 月期から2019



































miraitoshikaigi/，2019年 8 月 9 日閲覧）による。
4  内閣官房日本経済再生総合事務局「第20回未来投資会議資料 2 　高
齢者雇用促進及び中途採用拡大・新卒一括採用見直し」2018年，p.7。
5  「390万人が人手不足補う，30年時点試算，人件費は1.3兆円増（70歳








































9  就業構造基本調査は統計法に基づく国の基幹統計の 1 つである。1982
（昭和52）年以降は 5 年ごとに行われており，最新の調査は2017（平成
29）年10月 1 日に実施された。この調査は標本調査である。標本の抽出
は，第 1 次抽出単位を「平成27年国勢調査」の調査区，第 2 次抽出単位
を住戸とし，それぞれの抽出単位を層化した後に抽出を行う層化 2 段抽



























































































　4 ～ 6 月期平均（速報）」，2019年 8 月 6 日公表，p.7。
24  なお未活用労働指標には他に「未活用労働補助指標 1 」と「未活用労
働補助指標 2 」がある。しかし，これらの指標は高年齢者層については
労働力調査の統計表にデータの記載はなく，高年齢者層の未活用労働の
捕捉には関係が薄いと考えられるのでここでは取り上げなかった。
25  高齢者の就業動機や高齢者にとっての必要性については紙幅の制約も
あり，本稿では十分に分析できなかった。次稿で取り上げたいと考えて
いる。
